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A≧62領域の超許容フェルミ遷移核

• 62Ga (T1/2= 116ms)
– 64Zn(p,3n)
– 45MeV (~6mb)

• 66As (T1/2= 91ms)
– 54Fe(14N,2n)
– 44MeV(~7mb)

• 70Br (T1/2= 79ms)
– 58Ni(14N,2n)
– 44MeV(~6mb)

• 74Rb (T1/2= 67ms)
• 78Y (T1/2= 55ms)

– 58Ni(23Na,3n)
– 35MeV(~0.4mb)

• 82Nb (T1/2= 50ms)
• 86Tc (T1/2= 47ms)

 62
 30Zn
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超許容フェルミ遷移核のFt値の測定

• CKM行列のVudを決定

• A≧62領域では半減期、反応断面積が特に小さくなり測定が困難

補正

I.S. Towner and J.C. Hardy Phys. Rev. C66 (2002) 035501
p

n

ν

e+

δR
∆R

δR,∆R : Outer, Inner radiative correction
δC : Isospin Impurity correction

It must be checked by Experiments !



非アナログ遷移

• 励起状態の0+からのγ線の探索
– アイソスピン不純度を示す

0+

0+

2+

0+ 2230
<0.043%

62Ga

954
B.C. Hyman et. al.
Phys. Rev. C68 (2003) 015501

62Zn



本研究の目的

• A≧62領域の超許容フェルミ遷移核のFt値の研究

– 70Brの半減期測定
• A≧62領域の超許容フェルミ遷移核のアイソスピン不純度の研究

– βｰγコインシデンスによる70Brからのガンマ線の探索

ISOLでは統計が不十分

→高速ターゲット移動装置を使った実験



高速ターゲット移動装置

車輪付ターゲットホルダー

750WサーボモータBeam
タイミングベルト

51msec(37cm)



セットアップ

クローバ型Ge検出器

コンプトンサプレッション
(BGO)

ΔE検出器E検出器

鉛

ライトガイド

プラスチック
シンチレータ
(BC408,φ5cm×5cm)10cm

プラスチックシンチレータ
(BC408, φ2cm×1mm)

光電子増倍管
(R329)



70Brの半減期

• Reaction 58Ni(14N,2n)70Br
• Beam N3+ 44MeV 50-120 pnA
• target Natural Ni 
• beam irradiate 200msec
• measurements 800msec 
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Discriminated beta energy at about 4.7MeV



β線同時計数γ線スペクトル





Summary

• 高速ターゲット移動装置を利用して70Brのβ-γス
ペクトロスコピーを行った

• 半減期は79.36±3.78msecを得た。

• ビーム量3倍、検出効率4倍、実験時間5倍の改善
により統計誤差1%以下での測定が期待できる。

• 同時計数γ線の測定により娘核である70Seの励起
状態が見つかったが70Brの基底状態からの遷移と
は断定しにくい。



δcの計算値

• H. Sagawa et. al. Phys. Rev C53 (1996) 2163



同時に生成される核

41.1mQEC=2400107mb(14N,pn)70Se
27.4sQEC=67802.6mb(14N,p2n)69Se
52.6mQEC=62208.5mb(14N,2p)70As
15.2mQEC=4010158mb(14N,2pn)69As
42.5sQEC=601011mb(14N,αn)67As
39.05hQEC=222718mb(14N,3p)69Ge
18.9mQEC=422342mb(14N,αp)67Ge
2.26hQEC=21003.1mb(14N,αpn)66Ge


	高速ターゲット移動装置によるA≧62領域の超許容フェルミ遷移核の半減期測定
	A≧62領域の超許容フェルミ遷移核
	超許容フェルミ遷移核のFt値の測定
	非アナログ遷移
	本研究の目的
	高速ターゲット移動装置
	セットアップ
	70Brの半減期
	β線同時計数γ線スペクトル
	
	Summary
	dcの計算値
	同時に生成される核

